
厚生文教常任委員会と深川市ＰＴＡ連合会との意見交換会の様子
（令和６年２月15日開催）

厚生文教常任委員会と深川市ＰＴＡ連合会との意見交換会の様子
（令和６年２月15日開催）

厚生文教常任委員会と深川市ＰＴＡ連合会との意見交換会の様子
（令和６年２月15日開催）

2024・52024・52024・5
令和６年５月２日発行

総務経済常任委員会と拓殖大学北海道短期大学生との意見交換会の様子
（令和６年１月24日開催）
総務経済常任委員会と拓殖大学北海道短期大学生との意見交換会の様子
（令和６年１月24日開催）
総務経済常任委員会と拓殖大学北海道短期大学生との意見交換会の様子
（令和６年１月24日開催）
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第１回臨時会（令和６年１月22日）
第１回定例会（令和６年３月１日～21日）
◆新年度の予算が決まりました
◆可決した条例、補正予算など
◆市民と深川市議会との意見交換会
◆一般質問

政務活動費収支報告
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Pick Up
一般会計

4億9,1604億9,160万円万円

2,5742,574万円万円 3億2,0873億2,087万円万円 8億3,4768億3,476万円万円

1億5761億576万円万円万円万円

9,4299,429万円万円

各会計総額 329億9,007万円
うち一般会計 181億1,000万円

各会計総額 329億9,007万円
うち一般会計 181億1,000万円

決
可

第
１
回
定
例
会

議
案
・
審
議
結
果
の
あ
ら
ま
し

　
３
月
１
日
開
会
の
第
１
回
定
例
会
に
提
案
さ

れ
た
議
案
は
、
条
例
４
件
、
令
和
５
年
度
補
正

予
算
９
件
、
令
和
６
年
度
当
初
予
算
７
件
、
陳

情
１
件
、
専
決
処
分
１
件
、
人
事
案
件
１
件
、

意
見
書
１
件
の
合
わ
せ
て
24
件
で
し
た
。

　
う
ち
、
補
正
予
算
７
件
、
専
決
処
分
１
件
は

初
日
に
全
会
一
致
あ
る
い
は
賛
成
多
数
で
可
決

及
び
承
認
。
３
月
４
日
の
本
会
議
で
提
案
さ
れ

た
条
例
４
件
と
当
初
予
算
７
件
、陳
情
１
件
は
、

３
月
８
日
か
ら
の
各
委
員
会
審
査
を
経
て
、
21

日
の
最
終
日
に
、
陳
情
は
慎
重
審
査
の
た
め
継

続
審
査
と
す
る
こ
と
に
決
定
し
、
そ
れ
以
外
は

全
会
一
致
あ
る
い
は
賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し

た
。

　
ま
た
、
21
日
の
最
終
日
は
、
初
日
に
提
案
さ

れ
議
事
延
期
と
し
て
い
た
補
正
予
算
１
件
の
ほ

か
、
追
加
提
案
の
補
正
予
算
１
件
、
人
事
案
件

１
件
、
意
見
書
１
件
を
全
会
一
致
で
可
決
及
び

同
意
し
ま
し
た
。

議会が特に審査を深めたものや、新規・重点事業の一部を紹介

予算審査特別委員会 での審査経過

そのほかの主な重点事業

北空知葬斎場建設事業の推進等
令和７年の供用開始に向け、北空
知葬斎場の建設を進めるほか、老
朽化した可燃ごみ運搬車及びコン
テナ等を更新します。

市立病院の地域医療確保対策
１億4,700万円

ふるさと納税・企業版ふるさと納税
２億7,779万円

新庁舎建設事業（外構工事等）
５億8,323万円

文化・スポーツ大会派遣助成
209万円

ゼロカーボンシティふかがわの推進
2050年までに二酸化炭素排出量
を実質ゼロにすることを実現する
ため、各種施策を展開します。

複合施設整備事業の推進
生涯学習機能やバスターミナル機
能を中心とする複合施設の実施設
計や外構工事等に取り組みます。

子供や若者が自分らしく
将来に希望が持てるよ
う、健やかな成長を地域
社会全体で後押しするた
め、子ども子育て条例の
新規制定を進めるととも
に、１か月児健診の費用
助成を新たに実施するな
ど、各種子育て支援施策
を推進します。

除雪体制の充実
オペレーター養成等により、除雪
体制の充実を図るとともに、新車
両センターを建設します。

給食費等の無償化の拡充ほか
給食費・副食費の一部無償化の拡
充や、小中学校の空調設備整備に
より教育環境の充実を図ります。

外観イメージ外観イメージ

外観イメージ外観イメージ

こどもまんなか社会の実現に向けた取組

会　計　名

介護保険

国民健康保険

後期高齢者医療

水道

下水道

病院

237,200

297,300

47,100

90,560

218,450

597,397

特　
別

企　
業

予算額(万円)

田畑予算審査特別委員長

　３月４日の本会議で、全議員で構成する予算審査特別委員会を設置
し、田畑議員が委員長に、有働議員が副委員長に就任し、４日間の委
員会審査を行いました。
　委員会では、各会計の担当課長等から予算の説明を受けた後、各委
員が予算書や補足資料に基づき所管から聞き取りを行い、理解を深め
るとともに疑問点を整理しました。その後、３月14日、15日の議場で
の委員会においては165項目にわたる質疑を行い、18日には各会計に
ついて討論・採決を行いました。
　３月21日の本会議において田畑委員長より、一般会計、国民健康保
険特別会計、後期高齢者医療特別会計、病院事業会計の４件が賛成多
数、そのほかの３件については全会一致で「原案のとおり可決すべきもの」との委員会報告が
行われました。
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回Pick Up
補正予算

※補正予算　年度当初の予算（当初予算）に、追加・その他の変更を加えるために提出される予算
※付議事件　本市議会だよりでは、議案のうち条例、予算、人事案件以外のものを付議事件としています。

物
価
高
騰
対
策
に
係
る
補
正
予
算
案
を
可
決

条　例

5件
新年度予算

7件
補正予算※

10件
人事案件

1件
付議事件※

3件 臨時会
第１回

定例会
第１回

賛
成
多
数

　１月22日開会の第１回臨時会において、長期化する物価高騰の影響を受けている市民生活
の支援などのための各事業費等が計上された令和５年度一般会計補正予算（第９号）を可決
しました。事業の中から主なものを紹介します。

　長期化する物価高騰の影響を受けている子
育て世帯に対する給付金として、深川市内に
住民登録のある18歳以下の方を対象に１人当
たり２万円を支給します。

物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金事業に
係る経費等を含む補正予算案を可決

子育て世帯特別給付金

　物価高騰による住宅資材等の価格上昇に対
する支援や、市内事業者の雇用の維持及び事
業の継続を図ることを目的に、住宅リフォー
ムの工事費の一部を助成します。

物価高騰対策
住宅リフォーム助成事業

総額4,320万円総額4,320万円 総額1,200万円
　（令和６年度予算へ繰越し）

総額1,200万円
　（令和６年度予算へ繰越し）

　配合飼料等の価格高騰や個体販売価格の低
迷等の長期化に伴い、畜産経営における生産
意欲の低下が懸念されるため、経営継続に向
け、販売手数料相当分の一部を支援します。

畜産経営緊急対策事業

　低所得者支援として、令和５年度住民税均
等割のみ課税世帯に対し10万円、さらに非課
税世帯及び均等割のみ課税世帯の18歳以下の
方に対し、１人当たり５万円を給付します。

エネルギー・食料品価格等
物価高騰支援給付金

総額1,852万円総額1,852万円 総額8,575万円総額8,575万円

【
条
　
　
例
】

■
深
川
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正

　
す
る
条
例

賛
成
多
数

　
令
和
５
年
３
月
31
日
に
地
方
税
法
施

行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
が
公
布

さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
国
民
健
康
保
険

税
に
お
い
て
、
後
期
高
齢
者
支
援
金
課

税
額
の
課
税
限
度
額
を
現
行
の
20
万
円

か
ら
22
万
円
に
改
め
る
も
の
で
す
。

■
深
川
市
健
康
づ
く
り
及
び
医
療

　
費
助
成
に
関
す
る
条
例
の
一
部

　
を
改
正
す
る
条
例

全
会
一
致

　
本
市
に
お
け
る
子
育
て
支
援
環
境
を

一
層
充
実
さ
せ
る
た
め
、
令
和
６
年
８

月
１
日
以
降
の
診
療
か
ら
、
医
療
費
の

自
己
負
担
分
を
全
額
無
料
に
す
る
子
ど

も
医
療
給
付
事
業
の
対
象
を
、
満
18
歳

に
達
す
る
日
以
降
の
最
初
の
３
月
31
日

ま
で
の
者
ま
で
拡
大
す
る
も
の
で
す
。

■
深
川
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を

　
改
正
す
る
条
例

全
会
一
致

　
次
期
介
護
保
険
事
業
計
画
の
計
画
期

間
で
あ
る
令
和
６
年
度
か
ら
８
年
度
ま

で
の
65
歳
以
上
の
第
１
号
被
保
険
者
に

係
る
保
険
料
の
改
定
を
行
う
も
の
で
、

保
険
料
の
所
得
段
階
区
分
に
つ
い
て
は
、

低
所
得
者
の
保
険
料
上
昇
の
抑
制
を
図

る
た
め
、
現
行
の
９
段
階
区
分
か
ら
、

国
の
標
準
と
さ
れ
る
13
段
階
区
分
を
採

用
す
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
介
護
保
険

準
備
基
金
か
ら
の
繰
入
金
に
よ
り
保
険

料
の
負
担
軽
減
を
図
り
、
保
険
料
の
基

準
額
を
現
行
の
年
額
５
万
５
２
０
０
円

か
ら
５
万
１
６
０
０
円
に
引
き
下
げ
る

も
の
で
す
。

■
深
川
市
土
地
開
発
基
金
条
例
を

　
廃
止
す
る
条
例

全
会
一
致

　
近
年
の
本
市
の
情
勢
に
お
い
て
は
、

地
価
が
継
続
的
に
下
落
傾
向
に
あ
る
た

め
、
本
基
金
を
活
用
し
た
公
共
用
地
の

先
行
取
得
の
必
要
性
が
薄
れ
、
今
後
の

活
用
も
見
込
ま
れ
な
い
こ
と
か
ら
令
和

６
年
３
月
31
日
を
も
っ
て
本
基
金
を
廃

止
す
る
も
の
で
す
。

第
１
回
定
例
会
で
可
決
し
た
条
例

案
を
掲
載
し
ま
す
。

【
補
正
予
算
】

■
公
共
交
通
確
保
対
策
（
路
線

　
バ
ス
等
）

　
決
算
見
込
み
に
よ
る
生
活
交
通
確

保
対
策
補
助
金
の
追
加
等

１
５
８
２
万
円

■
担
い
手
確
保
・
経
営
強
化
支

　
援
事
業

　
次
世
代
を
担
う
優
れ
た
農
業
の
担

い
手
を
育
成
・
支
援
す
る
た
め
、
農

業
用
機
械
等
の
導
入
を
支
援

１
１
２
０
万
円

■
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
基
金

　
積
立
金

　
各
基
金
へ
の
積
立
金

３
１
０
万
円

第
１
回
定
例
会
で
可
決
し
た

補
正
予
算
の
う
ち
、
増
額
補

正
と
な
っ
た
主
な
も
の
を
掲

載
し
ま
す
。

【
意
見
書
】

■
コ
ロ
ナ
後
遺
症
及
び
ワ
ク
チ
ン
後

遺
症
へ
の
対
応
強
化
を
求
め
る
意

見
書

全
会
一
致
で
可
決
し
、
内
閣
総

理
大
臣
等
に
送
付
し
ま
し
た
。

【
人
事
案
件
】

教
育
長
の
任
命

全
会
一
致

三
浦　
浩
二　
さ
ん

　
教
育
長　
吉
村
理
明
さ
ん
の
任
期

満
了
に
伴
い
、
後
任
と
し
て
三
浦
浩

二
さ
ん
を
任
命
し
た
い
と
の
提
案
が

あ
り
、
全
会
一
致
で
任
命
に
同
意
し

ま
し
た
。

市
議
会
だ
よ
り

に
掲
載
し
き
れ

な
か
っ
た
案
件

は
Ｈ
Ｐ
で
確
認

で
き
ま
す
。

議決結果
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Pick Up

男性 女性

第１回
臨時会

令和５年度深川市一般会計補正予算
（第９号）

第１回
定例会

令和６年度深川市一般会計予算

令和６年度深川市国民健康保険特別会計
予算

令和６年度深川市後期高齢者医療特別会
計予算

令和６年度深川市病院事業会計予算

深川市税条例の一部を改正する条例につ
いて

令和５年度深川市一般会計補正予算
（第10号）

議 員 名（ 議 席 番 号 順 ）

果
結
決
議

▼

○

○

○

○

○

○

○

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

伊
藤
美
恵
子

○

○

○

○

○

○

○

新
田
　
　
旺

○

○

○

○

○

○

○

有
働
　
正
夫

○

○

○

○

○

○

○

村
上
　
　
誠

○

●

●

●

●

●

○

松
原
や
す
子

●

●

●

●

●

●

●

佐
々
木
一
夫

○

○

○

○

○

○

○

大
前
　
昭
代

○

○

○

○

○

○

○

田
畑
　
陽
美

○

○

○

○

○

○

○

北
村
　
　
薫

－

－

－

－

－

－

－

近
沢
　
弘
幸

○

○

○

○

○

○

○

鶴
岡
　
恵
司

○

○

○

○

○

○

○

宮
澤
　
孝
司

○

○

○

○

○

○

○

松
本
　
雅
祐

○

○

○

○

○

○

○

山
本
　
時
雄

※賛成＝○、反対＝●、近沢弘幸議長は採決に加わりません。

数字で見る深川市議会 　

議会中継のアクセス数
　　　　　　　　　（令和５年）

 

 

傍聴者数（令和５年）会期日数（令和５年）

●定例会　年４回
●臨時会　年４回

１年間の合計 63 日間 １年間の合計 116 人 

１年間の合計 
約10,000 件 

月平均   約833 件 

議員定数 議員の男女比 議員の年齢構成 

14 人
（令和元年）

71.4% 28.6%

85.7% 14.3%

80.3% 19.7%

（令和元年）

市議会議員の全国平均男女比※

 

（令和５年） 

16 人 
20 人 
（平成11年）

（平成19年）
 

20代 50代 60代 70代

１人
３人

６人
４人

61.79 歳 
（令和５年） 

62.36 歳 
（令和元年）

平均年齢

直近では、令和元年６月
の改選時に議員定数を見
直し、現在の人数となり
ました。

定例会などの会期以外の
期間も常任委員会など、
市議会では様々な会議を
行っています。

本会議や委員会はどなた
でも傍聴できます。市民
の皆さんの生活に関わる
条例や予算などの議案審
議等を行っていますので、
ぜひ傍聴にお越しくださ
い。

深川市議会YouTube
チャンネルでは、
議会中継を配信
しています。

※全国市議会議長会「市議会議員の属性に関する
　調」(令和5年7月集計)より 

　深川市議会では、幅広い団体・市民の皆さんと意見交換を行い、その意見を議会運営に反映する
ことを目的に意見交換会を開催しており、コロナ禍により開催を見送っていましたが、４年ぶりに
各常任委員会において分野別の意見交換会を開催し、参加者の皆さんから多数の御意見をいただき
ました。

務経済常任委員会では、１月24日に拓殖大学北海道短期大学生と「深川のまちづくり」に
ついて意見交換を行い、若い学生の皆さんの考えを広く聞きました。

【テーマごとの主な意見】
●深川の好きなところ、未来に残したいもの
・米や野菜、果物がたくさん生産されていておいしい
・ＪＲ等で札幌や旭川までの移動が容易
・花火大会や氷雪まつりなどのイベントは残したい
●深川で困ったこと、解決したいこと
・空き地や空き家が多いため、利活用すべき
・アルバイト、働く場が少ない、もっと企業を誘致すべき
・市民と交流する場や機会が少ない、大学と地域との連携
　が必要
●深川でやりたい、あんなことこんなこと
・良好な自然を生かした映画撮影誘致
・こども食堂など、少子化対策に携わりたい
・まちづくりコンテストを実施し、様々なアイデアを募る

【テーマごとの主な意見】
●家庭へのタブレット持ち帰りの状況について
・小学校では、週末や長期休業で持ち帰る場合が多い
・中学校では、テスト前や長期休業、臨時休校で持ち帰る
・長時間の使用や就寝前は使用を控え、学習以外の用途で
は使用しないよう指導している
●児童生徒のタブレットを用いた学習の様子や、保護者視
点からの意見・感想など
・オンライン授業は楽しく取り組めていた
・録画した授業を後から見返すことができたらいい
・タブレットの場合は、問題を解く過程が分からない
●教員視点での考えなど
・個々の苦手な分野などがデータとして蓄積されるため、
援助に役立てることができる

市民と深川市議会との意見交換会を開催しました！委員会活動

総

生文教常任委員会では、２月15日に深川市ＰＴＡ連合会と「学校教育におけるデジタル化」
について意見交換を行い、子供たちの様子や保護者視点の意見などを広く聞きました。厚
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一　般　質　問

　
　
災
害
時
に
お
け
る
避
難

所
の
ト
イ
レ
は
安
全
性
や
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
、
衛
生
対
策
な

ど
の
問
題
が
繰
り
返
し
指
摘

さ
れ
て
い
る
。
仮
設
ト
イ
レ

は
夜
間
が
寒
く
、
暗
い
な
ど

の
問
題
点
も
踏
ま
え
、
ど
こ

ま
で
対
策
を
講
じ
て
い
る
の

か
伺
う
。

　
　
仮
設
ト
イ
レ
は
、
冬
期

間
や
夜
間
等
に
お
け
る
寒
さ

対
策
や
照
明
対
応
、
設
置
ま

で
に
一
定
の
期
間
を
要
す
る

な
ど
の
課
題
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
対
策
と
し
て
、
排
泄
物

を
個
包
装
し
密
閉
す
る
こ
と

が
で
き
る
簡
易
ト
イ
レ
等
を

災
害
用
備
蓄
品
と
し
て
整
備

し
て
い
ま
す
。
仮
設
ト
イ
レ

も
含
め
、
そ
れ
ら
の
災
害
用

備
蓄
品
と
の
併
用
に
よ
り
ト

イ
レ
数
の
確
保
を
図
る
と
と

も
に
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
や
衛

生
面
に
も
対
処
し
て
い
き
ま

す
。

　
　
少
子
化
に
よ
る
部
活
動

加
入
者
数
の
減
少
や
廃
部
に

伴
い
、
部
活
動
の
選
択
肢
が

限
ら
れ
る
状
況
と
な
っ
て
い

る
。
国
が
示
す
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
を
踏
ま
え
、
市
に
お
け
る

部
活
動
の
地
域
移
行
の
進
捗

と
合
同
部
活
動
の
考
え
を
伺

う
。
　
　
北
空
知
１
市
４
町
で
構

成
す
る
北
空
知
圏
振
興
協
議

会
で
は
、
教
育
部
会
に
雨
竜

町
も
加
わ
り
、
先
進
地
視
察

の
実
施
、
中
学
校
や
地
域
ス

ポ
ー
ツ
団
体
等
の
参
加
に
よ

る
講
演
会
及
び
意
見
交
換
会

を
開
催
す
る
な
ど
、
部
活
動

の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
を

進
め
て
い
ま
す
。
今
後
は
児

童
生
徒
、
保
護
者
、
教
職
員

か
ら
部
活
動
に
対
す
る
要
望

等
を
聴
取
し
、
部
活
動
の
地

域
移
行
や
合
同
部
活
動
に
つ

い
て
課
題
を
整
理
す
る
と
と

も
に
、
各
種
競
技
指
導
者
や

関
係
団
体
等
と
協
議
を
重
ね

て
い
き
ま
す
。

おおまえあきよ

「民主クラブ」

災
害
時
の
ト
イ
レ
問
題
対
策
を

ト
イ
レ
数
や
衛
生
面
等
に
対
処

ご家庭でも備えま
しょう（防災）
：市HP

上
下
水
道
料
金
改
定
の
考
え
は

適
切
な
料
金
設
定
に
向
け
検
討

子宮頸がん予防ワ
クチン接種につい
て：市HP

簡易トイレのイメージ
９価ＨＰＶワクチン接種
リーフレット

部
活
動
の
地
域
移
行

に
向
け
た
取
組
は

第１回定例会で行った10人の
議員の一般質問を紹介します。

大前昭代  議員
まつもとまさひろ

「令和公明クラブ」
松本雅祐  議員

03 No.25609

一　般　質　問

　
　
公
園
を
安
心
・
安
全
に

利
用
し
て
も
ら
う
た
め
に
維

持
管
理
は
欠
か
せ
な
い
が
、

昨
年
、
市
内
の
各
公
園
等
に

設
置
さ
れ
て
い
る
遊
具
や
ベ

ン
チ
な
ど
で
、
使
用
を
禁
止

し
て
い
た
も
の
は
あ
る
の
か
。

ま
た
、
そ
の
状
況
と
対
処
を

伺
う
。

　
　
市
で
は
、
平
成
25
年
に

策
定
し
た
公
園
施
設
長
寿
命

化
計
画
に
基
づ
き
、
施
設
の

改
築
、
更
新
を
順
次
取
り
進

め
て
お
り
、
令
和
５
年
度
は

専
門
事
業
者
に
委
託
し
遊
具

等
の
規
準
点
検
や
劣
化
診
断

を
実
施
し
ま
し
た
。
点
検
後

に
使
用
を
禁
止
し
た
遊
具
等

は
利
用
状
況
な
ど
を
考
慮
し
、

修
繕
ま
た
は
撤
去
も
視
野
に

入
れ
取
り
進
め
て
い
く
考
え

で
す
が
、
遊
具
を
新
し
く
更

新
す
る
に
は
多
額
の
費
用
を

要
す
る
た
め
、
市
の
財
政
状

況
等
も
考
慮
し
慎
重
に
検
討

し
ま
す
。

　
　
１
人
暮
ら
し
の
高
齢
者

や
、
高
齢
者
の
介
護
を
高
齢

者
が
行
う
老
老
介
護
な
ど
が

増
加
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
は

社
会
的
に
孤
立
し
や
す
い
状

態
に
あ
る
。
社
会
参
加
の
啓

発
な
ど
、
孤
立
す
る
高
齢
者

を
な
く
す
た
め
の
取
組
状
況

を
伺
う
。

　
　
市
で
は
民
生
委
員
児
童

委
員
に
協
力
を
依
頼
し
、
70

歳
以
上
の
方
の
実
態
調
査
を

行
っ
て
い
る
ほ
か
、
困
り
ご

と
を
抱
え
る
高
齢
者
の
情
報

提
供
を
市
民
や
関
係
機
関
に

呼
び
か
け
、
情
報
提
供
を
受

け
た
場
合
は
、
保
健
師
や
社

会
福
祉
士
等
の
専
門
職
が
訪

問
な
ど
で
状
況
を
確
認
し
支

援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

市
民
が
地
域
の
高
齢
者
の
暮

ら
し
に
関
心
が
持
て
る
よ
う

研
修
会
等
を
開
催
し
て
お
り
、

今
後
も
支
え
合
い
活
動
を
地

域
に
広
げ
ら
れ
る
よ
う
普
及

啓
発
に
努
め
ま
す
。

各
公
園
の
維
持
管
理
の
状
況
は

財
政
状
況
を
考
慮
し
対
応
す
る

公園について
：市HP

公園遊具のイメージ

孤
立
す
る
高
齢
者
へ

の
支
援
に
つ
い
て

　
　
生
活
に
欠
か
せ
な
い
水

を
取
り
巻
く
状
況
と
し
て
、

近
年
、
水
道
施
設
の
老
朽
化

や
、
人
口
減
少
に
よ
る
水
道

収
入
の
低
下
で
財
源
不
足
が

懸
念
さ
れ
る
。
今
後
の
施
設

整
備
等
を
進
め
る
た
め
、
上

下
水
道
料
金
改
定
の
考
え
を

伺
う
。

　
　
水
道
料
金
は
コ
ロ
ナ
禍

の
影
響
等
を
鑑
み
、
令
和
３

年
度
の
改
定
時
に
据
置
き
し

て
い
ま
す
が
、
北
空
知
広
域

水
道
企
業
団
に
お
け
る
受
水

費
用
の
改
定
状
況
を
十
分
考

慮
し
、
８
年
度
の
改
定
に
向

け
検
討
を
進
め
る
と
と
も
に
、

下
水
道
使
用
料
は
７
年
度
の

改
定
に
向
け
検
討
を
進
め
ま

す
。
料
金
等
の
見
直
し
に
当

た
っ
て
は
、
健
全
経
営
に
向

け
た
検
討
が
必
要
と
考
え
て

お
り
、
利
用
者
負
担
が
激
変

し
な
い
よ
う
配
慮
し
、
適
切

な
料
金
設
定
と
な
る
よ
う
慎

重
に
検
討
し
ま
す
。

　
　
子
宮
頸
が
ん
を
引
き
起

こ
す
危
険
性
が
高
い
９
種
類

の
ウ
イ
ル
ス
感
染
に
、
高
い

予
防
効
果
が
あ
る
９
価
Ｈ
Ｐ

Ｖ
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
進
ん
で

い
な
い
。
無
料
接
種
の
期
限

が
迫
っ
て
い
る
が
、
ワ
ク
チ

ン
の
安
全
性
と
周
知
の
取
組

を
伺
う
。

　
　
無
料
接
種
の
対
象
者
に

対
し
て
は
、
ワ
ク
チ
ン
の
有

効
性
、
副
反
応
、
健
康
被
害

救
済
制
度
等
を
明
記
し
た
リ

ー
フ
レ
ッ
ト
を
同
封
し
、
年

１
回
の
個
別
通
知
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
市
の
広
報

紙
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
公
式

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
活
用
す
る
な
ど

し
て
、
引
き
続
き
ワ
ク
チ
ン

の
有
効
性
な
ど
に
つ
い
て
、

丁
寧
な
情
報
提
供
に
取
り
組

む
ほ
か
、
令
和
３
年
度
か
ら

市
内
中
学
校
に
出
向
き
実
施

し
て
い
る
、
が
ん
の
健
康
教

育
の
際
な
ど
で
も
、
情
報
提

供
に
努
め
ま
す
。

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ

ク
チ
ン
接
種
の
周
知

たばた はるみ

「民主クラブ」
田畑陽美  議員
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一　般　質　問

　
　
市
内
外
の
方
へ
情
報
発

信
で
き
る
市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

を
よ
り
多
く
の
方
に
活
用
い

た
だ
く
た
め
、
公
共
施
設
等

や
、
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品

の
送
付
時
に
広
く
周
知
す
る

必
要
が
あ
る
と
思
う
。
今
後

の
周
知
に
つ
い
て
市
の
考
え

を
伺
う
。

　
　
昨
年
８
月
に
運
用
を
開

始
し
た
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
は
、

広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

補
完
と
緊
急
時
の
情
報
提
供

手
段
の
確
保
等
を
目
的
と
し

て
お
り
、
こ
れ
ま
で
広
報
紙

で
の
特
集
記
事
等
の
掲
載
や
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
の
誘
導
、

チ
ラ
シ
配
布
、
各
課
が
作
成

す
る
配
布
物
の
空
き
ス
ペ
ー

ス
を
活
用
し
た
周
知
を
行
っ

て
い
ま
す
。
引
き
続
き
公
式

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
登
録
者
を
増
や

す
た
め
の
効
果
的
な
周
知
方

法
を
研
究
す
る
と
と
も
に
、

利
用
者
に
と
っ
て
よ
り
利
便

性
の
高
い
運
用
を
目
指
し
て

い
き
ま
す
。

　
　
生
活
応
援
商
品
券
交
付

事
業
が
実
施
さ
れ
た
が
、
今

後
は
、
従
来
の
紙
の
商
品
券

に
加
え
、
電
子
商
品
券
の
導

入
に
よ
り
利
便
性
が
向
上
し
、

経
費
削
減
も
期
待
で
き
る
と

思
う
。
商
品
券
の
電
子
化
に

向
け
た
市
の
考
え
を
伺
う
。

　
　
商
品
券
の
電
子
化
に
つ

い
て
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

等
の
電
子
機
器
の
操
作
に
慣

れ
て
い
な
い
方
へ
の
配
慮
が

必
要
な
こ
と
や
、
電
子
決
済

導
入
に
係
る
事
業
者
側
の
対

応
が
必
要
に
な
る
な
ど
、
様

々
な
負
担
が
生
じ
る
こ
と
が

課
題
と
し
て
想
定
さ
れ
ま
す
。

一
方
で
、
商
品
券
の
印
刷
経

費
等
の
削
減
や
利
便
性
の
向

上
が
図
ら
れ
る
メ
リ
ッ
ト
も

考
え
ら
れ
る
た
め
、
今
後
、

課
題
の
解
決
方
法
に
つ
い
て

探
究
し
、
将
来
的
に
活
用
で

き
る
よ
う
模
索
し
て
い
き
ま

す
。

にった あきら

「民主クラブ」

公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
周
知
拡
充
を

効
果
的
な
周
知
方
法
を
研
究

深川市公式LINE
はじめました
：市HP

学
校
図
書
館
の
充
実
に
つ
い
て

計
画
目
標
の
達
成
に
努
め
る

　　  学校図書館

訪問介護：市HP

商
品
券
の
電
子
化
に

向
け
た
考
え
は

新田　旺  議員
まつばら こ

「日本共産党」
松原やす子  議員

03 No.25611

一　般　質　問

　
　
Ｊ
Ｒ
留
萌
本
線
は
令
和

８
年
３
月
末
を
も
っ
て
廃
線

と
す
る
こ
と
が
合
意
さ
れ
て

お
り
、
廃
線
ま
で
残
す
と
こ

ろ
２
年
余
り
と
な
っ
た
。
廃

線
後
に
予
定
さ
れ
て
い
る
バ

ス
等
へ
の
転
換
に
つ
い
て
、

ま
た
そ
の
経
路
に
つ
い
て
伺

う
。
　
　
廃
線
後
は
空
知
中
央
バ

ス
が
運
行
す
る
沼
田
線
を
代

替
交
通
と
し
て
位
置
づ
け
る

予
定
で
す
が
、
現
行
ダ
イ
ヤ

に
加
え
、
通
院
や
通
学
に
対

応
す
る
早
朝
や
夕
方
以
降
の

運
行
が
必
要
と
な
り
、
空
知

中
央
バ
ス
で
は
運
転
手
不
足

等
に
よ
り
、
通
学
時
間
帯
等

の
運
行
が
困
難
な
た
め
、
別

の
運
行
事
業
者
に
よ
る
代
替

措
置
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
北
一
已
駅
の
利
用
者

へ
の
対
応
も
、
利
用
状
況
や

地
域
の
声
な
ど
を
踏
ま
え
検

討
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
　
市
長
に
就
任
さ
れ
て
１

年
が
経
過
し
、
昨
年
10
月
に

は
新
庁
舎
に
移
転
と
な
っ
た
。

ま
た
、
物
価
高
騰
は
い
ま
だ

収
ま
ら
ず
、
市
政
執
行
に
も

影
響
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、

市
長
自
ら
が
掲
げ
た
選
挙
公

約
の
達
成
状
況
に
つ
い
て
伺

う
。
　
　
人
は
ま
ち
の
宝
物
と
考

え
各
種
施
策
を
展
開
し
て
お

り
、
主
な
も
の
と
し
て
、
子

供
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を

地
域
全
体
で
支
え
る
た
め
、

こ
ど
も
ま
ん
な
か
応
援
サ
ポ

ー
タ
ー
宣
言
を
行
い
、
給
食

費
の
一
部
無
償
化
等
に
よ
る

子
育
て
施
策
の
充
実
を
図
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
書

か
な
い
窓
口
等
の
開
設
、
パ

ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓
制
度

の
導
入
、
情
報
発
信
の
強
化

な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
、
引
き
続
き
人

に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
の

実
現
に
向
け
市
政
を
運
営
し

て
い
き
ま
す
。

Ｊ
Ｒ
留
萌
本
線
廃
線
後
の
対
応

バ
ス
等
の
代
替
交
通
を
検
討
中

廃線が合意されているＪ
Ｒ留萌本線

田
中
市
政
の
こ
の
１

年
に
つ
い
て

　
　
国
の
第
６
次
学
校
図
書

館
図
書
整
備
等
５
か
年
計
画

で
目
標
に
掲
げ
る
、
学
校
図

書
館
図
書
標
準
の
達
成
、
児

童
生
徒
が
主
権
者
と
し
て
の

資
質
・
能
力
を
身
に
つ
け
る

た
め
の
新
聞
配
備
、
学
校
司

書
の
配
置
の
進
捗
状
況
を
伺

う
。
　
　
小
中
学
校
８
校
の
う
ち

６
校
が
学
校
図
書
館
図
書
標

準
を
達
成
し
、
新
聞
の
配
備

は
小
学
校
が
２
紙
、
中
学
校

が
３
紙
の
配
備
を
目
標
と
す

る
中
、
子
供
向
け
の
新
聞
を

含
む
２
紙
以
上
を
配
備
す
る

小
学
校
３
校
で
目
標
を
達
成

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
令
和

５
年
４
月
か
ら
モ
デ
ル
校
１

校
を
指
定
し
、
図
書
館
司
書

の
資
格
を
有
す
る
学
務
課
職

員
が
週
に
１
回
業
務
を
行
っ

て
お
り
、
今
後
も
財
政
状
況

を
考
慮
し
３
つ
の
目
標
達
成

に
向
け
、
学
校
図
書
館
の
充

実
に
努
め
ま
す
。

　
　
本
年
４
月
以
降
の
介
護

報
酬
改
定
は
、
利
用
者
と
経

営
者
の
双
方
に
不
利
益
さ
が

目
立
つ
内
容
に
思
う
が
、
訪

問
介
護
の
利
用
希
望
に
対
し
、

現
状
で
は
十
分
に
対
応
で
き

て
い
る
か
。
ま
た
、
今
後
の

見
通
し
に
つ
い
て
の
考
え
を

伺
う
。

　
　
事
業
所
や
利
用
者
か
ら

聞
き
取
り
し
て
い
る
中
で
、

訪
問
介
護
の
利
用
希
望
に
は

十
分
に
対
応
で
き
て
い
る
と

考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
昨

年
実
施
し
た
介
護
人
材
実
態

調
査
に
よ
る
と
、
介
護
職
員

の
30
代
か
ら
40
代
が
減
少
、

50
代
か
ら
60
代
が
増
加
し
て

お
り
、
高
齢
化
が
見
ら
れ
る

こ
と
か
ら
も
今
後
、
介
護
職

員
の
不
足
が
懸
念
さ
れ
る
た

め
、
介
護
職
員
初
任
者
研
修

の
費
用
を
支
援
す
る
事
業
等

の
周
知
に
努
め
、
介
護
人
材

を
確
保
・
育
成
す
る
た
め
の

取
組
を
推
進
し
ま
す
。

介
護
報
酬
改
定
に
伴

う
訪
問
介
護
の
状
況

きたむら かおる

「公政クラブ」
北村　薫  議員

令和６年度市政の
方針：市HP
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不
動
産
登
記
制
度
の
見

直
し
で
、
本
年
４
月
か
ら
土

地
の
相
続
登
記
が
義
務
化
さ

れ
、
３
年
以
内
に
登
記
を
申

請
し
な
け
れ
ば
10
万
円
以
下

の
過
料
と
な
る
場
合
が
あ
る
。

市
民
へ
の
周
知
が
必
要
と
考

え
る
が
市
の
対
応
に
つ
い
て

伺
う
。

　
　
本
市
で
は
、
旭
川
地
方

法
務
局
か
ら
の
依
頼
に
基
づ

き
、
令
和
５
年
度
固
定
資
産

税
の
納
税
通
知
書
に
周
知
文

書
を
同
封
し
て
い
る
ほ
か
、

市
庁
舎
１
階
の
デ
ジ
タ
ル
サ

イ
ネ
ー
ジ
へ
の
掲
載
、
お
く

や
み
窓
口
で
の
周
知
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
今
後
も
旭

川
地
方
法
務
局
と
連
携
の
上
、

納
税
通
知
書
の
発
送
時
に
再

度
周
知
文
書
を
同
封
す
る
こ

と
や
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で

相
続
登
記
の
義
務
化
を
含
め

た
登
記
制
度
の
変
更
点
な
ど

に
つ
い
て
周
知
す
る
こ
と
を

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
医
師
の
働
き
方
改
革
で
、

本
年
４
月
か
ら
勤
務
医
の
時

間
外
労
働
に
上
限
が
設
け
ら

れ
る
こ
と
で
、
大
学
病
院
か

ら
の
医
師
の
派
遣
中
止
や
削

減
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
に
よ
り
市
立
病
院
の
診
療

体
制
に
影
響
が
な
い
か
伺
う
。

　
　
本
年
４
月
か
ら
法
改
正

に
よ
り
、
医
師
に
対
す
る
時

間
外
労
働
の
上
限
規
制
が
適

用
開
始
と
な
り
、
医
師
の
勤

務
す
る
事
業
所
単
位
ま
た
は

診
療
科
単
位
で
、
原
則
１
人

当
た
り
年
間
９
６
０
時
間
が

上
限
と
さ
れ
ま
し
た
。
現
状
、

市
立
病
院
医
師
の
時
間
外
勤

務
は
上
限
を
超
え
る
状
況
に

は
な
く
、
引
き
続
き
医
師
の

派
遣
も
受
け
ら
れ
る
予
定
で

診
療
体
制
へ
の
影
響
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
医
師
の
働
き
方

改
革
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
地

域
医
療
の
確
保
と
医
療
従
事

者
の
健
康
確
保
に
意
を
用
い

て
い
き
ま
す
。

いとう み え こ

「民主クラブ」

相
続
登
記
義
務
化
に
係
る
対
応

引
き
続
き
市
民
周
知
に
努
め
る

高
温
に
よ
る
農
作
物
へ
の
影
響

一
部
農
作
物
に
影
響
あ
り

深川市で農業をは
じめてみませんか
：市HP

高温による影響を受けた
花卉生産

医
師
の
働
き
方
改
革

で
診
療
に
影
響
は

伊藤美恵子  議員
やまもと ときお

「令和公明クラブ」
山本時雄  議員

相続登記の申請義
務化特設ページ
：法務省HP

不動産登記義務化のお知
らせチラシ

03 No.25613

一　般　質　問

　
　
令
和
６
年
12
月
の
国
民

健
康
保
険
証
廃
止
後
も
医
療

保
険
納
付
者
の
権
利
と
し
て
、

必
要
な
保
険
診
療
を
受
け
ら

れ
る
体
制
を
継
続
す
る
た
め
、

現
行
保
険
証
と
同
じ
く
資
格

確
認
書
の
市
か
ら
の
送
付
継

続
が
必
要
と
思
う
が
い
か
が

か
。
　
　
現
行
の
保
険
証
廃
止
後

は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

を
未
取
得
の
方
や
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
健
康
保
険

証
の
紐
づ
け
を
し
て
い
な
い

方
に
は
、
有
効
期
限
が
１
年

の
資
格
確
認
書
を
自
動
的
に

交
付
し
、
郵
送
し
ま
す
。
ま

た
、
そ
の
後
の
更
新
時
に
も
、

資
格
確
認
書
を
自
動
的
に
交

付
し
ま
す
。
資
格
確
認
書
は

現
行
の
被
保
険
者
証
に
代
わ

る
も
の
で
あ
り
、
今
ま
で
同

様
に
医
療
機
関
を
受
診
い
た

だ
き
、
全
て
の
被
保
険
者
が

必
要
な
保
険
診
療
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
　
罰
則
規
定
が
あ
る
食
料

供
給
困
難
事
態
対
策
法
案
が

閣
議
決
定
さ
れ
た
。
劣
等
な

農
業
支
援
政
策
国
の
日
本
が

農
業
者
と
の
信
頼
関
係
な
し

に
、
非
常
事
態
を
設
定
し
農

業
者
へ
の
罰
則
規
定
を
設
け

る
発
想
こ
そ
が
問
題
と
思
わ

な
い
か
。

　
　
こ
の
罰
則
は
、
食
料
供

給
困
難
事
態
対
策
の
実
効
性

を
確
保
す
る
た
め
の
措
置
と

し
て
、
法
案
に
規
定
さ
れ
た

と
理
解
し
て
い
ま
す
が
、
輸

入
・
販
売
事
業
者
や
生
産
事

業
者
な
ど
に
対
す
る
具
体
的

な
対
応
内
容
、
あ
る
い
は
罰

則
の
対
象
と
な
る
範
囲
な
ど

の
詳
細
は
、
現
時
点
で
示
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ

て
、
今
後
の
動
向
を
注
視
し

な
が
ら
、
生
産
者
に
不
利
益

が
生
じ
る
よ
う
で
あ
れ
ば
、

農
業
団
体
と
も
連
携
し
、
要

請
な
ど
必
要
な
対
応
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

保
険
証
廃
止
後
の
保
険
診
療

資
格
確
認
書
で
も
受
診
可
能

マイナンバーカー
ドの健康保険証利
用：厚生労働省HP

健康保険証のイメージ

国
の
農
家
に
罰
則
を

科
す
法
制
定
の
見
解

　
　
昨
年
８
月
以
降
の
高
温

に
よ
る
気
象
推
移
は
異
常
で
、

そ
の
こ
と
が
主
な
要
因
と
な

り
、
市
内
の
各
種
農
作
物
の

作
柄
に
影
響
が
あ
っ
た
も
の

と
推
察
し
て
い
る
。
各
種
農

作
物
に
お
け
る
作
柄
の
状
況

に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
主
な
農
作
物
の
状
況
と

し
て
、
水
稲
は
低
タ
ン
パ
ク

米
の
比
率
が
過
去
13
年
間
で

最
も
低
く
、
作
況
指
数
は
北

空
知
で
１
０
２
と
な
っ
た
も

の
の
、
ア
ミ
ロ
ー
ス
含
有
率

が
低
く
、
お
い
し
い
お
米
と

伺
っ
て
い
ま
す
。
小
麦
は
収

量
・
品
質
と
も
に
平
年
並
み
、

大
豆
の
収
量
は
平
年
並
み
で

品
質
は
や
や
低
め
、
ソ
バ
は

８
月
の
大
雨
に
よ
る
冠
水
等

の
被
害
を
受
け
、
収
量
・
品

質
と
も
に
平
年
を
下
回
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
果
樹
・
野

菜
は
安
定
供
給
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
花
卉
は
高
温
に
よ
る

品
質
劣
化
等
に
よ
り
、
出
荷

量
は
や
や
減
少
し
ま
し
た
。

　
　
令
和
５
年
度
に
お
け
る

新
規
就
農
者
に
つ
い
て
、
新

規
参
入
者
、
農
家
子
弟
の
後

継
者
、
雇
用
就
農
者
の
区
分

ご
と
に
、
把
握
し
て
い
る
範

囲
で
件
数
や
栽
培
品
目
な
ど

の
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
令
和
５
年
度
は
農
外
か

ら
新
規
に
参
入
し
独
立
就
農

し
た
方
が
２
人
、
後
継
者
と

し
て
親
の
経
営
を
継
承
し
た

方
が
１
人
、
合
計
で
３
人
が

新
た
に
就
農
し
て
い
ま
す
。

独
立
就
農
の
２
人
は
、
深
川

未
来
フ
ァ
ー
ム
な
ど
関
係
団

体
と
連
携
を
図
り
、
そ
れ
ぞ

れ
研
修
期
間
を
経
て
、
農
業

者
か
ら
の
経
営
継
承
や
深
川

未
来
フ
ァ
ー
ム
が
保
全
管
理

し
て
い
た
農
地
を
継
承
し
、

本
年
１
月
か
ら
キ
ュ
ウ
リ
栽

培
で
の
営
農
を
開
始
し
ま
し

た
。
今
後
も
関
係
団
体
と
連

携
し
新
規
就
農
者
の
確
保
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

市
内
に
お
け
る
新
規

就
農
者
の
状
況
は

さ さ き かずお

「れいわ新選組」
佐々木一夫  議員
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農
業
を
志
す
就
農
希
望

者
に
、
新
規
就
農
や
雇
用
就

農
等
に
向
け
た
目
標
と
な
る

実
現
可
能
な
青
写
真
を
示
し
、

実
現
に
向
け
て
関
係
団
体
、

農
業
者
、
地
域
と
連
携
し
、

多
様
な
支
援
に
取
り
組
む
べ

き
と
考
え
る
が
市
の
考
え
を

伺
う
。

　
　
市
で
は
関
係
団
体
と
連

携
し
、
就
農
希
望
者
に
対
し
、

自
身
が
目
指
す
就
農
形
態
を

具
体
的
に
イ
メ
ー
ジ
で
き
る

よ
う
、
経
営
形
態
の
異
な
る

農
業
者
の
下
、
様
々
な
作
物

の
作
業
を
経
験
し
て
も
ら
う

ほ
か
、
目
標
を
持
っ
て
研
修

を
進
め
る
た
め
の
指
標
や
経

営
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
提

示
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
農

地
の
継
承
は
容
易
で
は
な
い

こ
と
か
ら
、
信
頼
関
係
の
構

築
の
た
め
、
農
業
者
や
地
域

な
ど
の
理
解
が
得
ら
れ
る
よ

う
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
　
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
は
、

石
狩
川
が
越
水
す
る
と
市
街

地
の
広
範
囲
が
浸
水
す
る
可

能
性
を
示
し
て
い
る
。
災
害

発
生
を
前
提
に
備
え
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
が
、
ハ
ザ

ー
ド
マ
ッ
プ
に
基
づ
く
防
災

・
減
災
対
策
の
取
組
状
況
を

伺
う
。

　
　
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
基

づ
く
防
災
対
策
等
の
取
組
と

し
て
、
防
災
教
室
等
で
は
、

地
域
ご
と
に
想
定
さ
れ
る
浸

水
状
況
等
を
参
加
者
へ
説
明

す
る
と
と
も
に
、
あ
ら
か
じ

め
指
定
さ
れ
て
い
る
避
難
所

だ
け
で
は
な
く
、
浸
水
想
定

に
応
じ
て
避
難
経
路
や
避
難

所
を
選
択
す
る
よ
う
周
知
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
自
主
防

災
組
織
と
の
協
働
に
よ
る
防

災
訓
練
等
を
通
じ
、
発
災
時

の
行
動
確
認
や
早
め
の
自
主

避
難
等
の
啓
発
に
努
め
て
い

る
ほ
か
、
自
主
防
災
組
織
を

地
域
に
増
や
す
取
組
も
進
め

て
い
ま
す
。

つるおかけいじ

「公政クラブ」

就
農
希
望
者
に
多
様
な
支
援
を

関
係
団
体
と
連
携
し
取
組
継
続

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に

基
づ
く
対
策
状
況
は

鶴岡恵司  議員

Ｗｅｂ版深川市ハ
ザードマップ

深川市ハザードマップ

掲
載
以
外
の
質
問
項
目

質
問
内
容
は
、
深
川
市
議
会
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
チ
ャ
ン
ネ
ル
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
一
般
質
問
通
告
表
で
確
認
で
き
ま
す
。

深川市議会
YouTube
チャンネル

一般質問
通告表

No.25615

■大前　昭代 議員
　・幼児期からの運動習慣について

■松本　雅祐 議員
　・災害時に備えた業務継続計画について
　・地域医療の担い手である准看護師の確保について
　・避難所運営について
　・地域防災会議について

■田畑　陽美 議員
　・深川産ソバの知名度向上について

■松原やす子 議員
　・災害対策について

■北村　　薫 議員
　・旧大型商業施設について
　・桜山公園について

■伊藤美恵子 議員
　・２０２３年度予算執行状況について

■佐々木一夫 議員
　・市庁舎建設全工事落札率ほぼ１００％問題に対する市長の対応について
　・種子法について
　・タクシー事業所への補助について
　・有害鳥獣対策について
　・校則について

■鶴岡　恵司 議員
　・新庁舎の環境と機構改革について
　・有害鳥獣対策について　
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〒074-8650　深川市２条17番17号
電話0164-26-2282（直通）

深川市議会YouTube
チャンネル

深川市議会
　　　公式ホームページ

問合先：深川市議会事務局内

政務活動費

令和５年度政務活動費収支報告
　議員の調査研究等の活動に資するために必要な経費の一部として、議員１人当たり年額12万
円までを会派に対し政務活動費として交付することができます。
　令和５年度の各会派における政務活動費の収支内訳は以下のとおりです。

（単位：円）

511,128

会　派 収入
（交付限度額） 支 出 資　料

購入費調査研究費（主な内容） 広報費研修費

公　政
クラブ
[５人 ]

10月10日～13日
○宮城県栗原市視察
　・移住・定住促進の取組について
○第85回全国都市問題会議（青森県）
　・基調講演「アートの役割って何
　だろう」
２月５日～８日
○株式会社ウム・ヴェルト（埼玉県）
　訪問
○国会議員要請活動（東京都）

600,000600,000
(600,000)

88,8720

　

0

　

199,522

民　主
クラブ
[４人 ]

10月25日～26日
○第18回全国市議会議長会研究フォ
　ーラムin 北九州（福岡県）
　・基調講演「躍動的でワクワクす
　る市議会に」

332,626332,626
(480,000)

2,22011,379119,505

198,430

令和公明
クラブ
[３人 ]

10月25日～26日
○第18回全国市議会議長会研究フォ
　ーラムin 北九州（福岡県）
　・基調講演「躍動的でワクワクす
　る市議会に」

333,830333,830
(360,000)

14,9600120,440

0
れいわ
新選組
[１人 ]

　　　00
(120,000)

000

0
日本共産党
[ １人 ] 　　　00

(120,000)
000

※政務活動費に充てることができる経費の範囲は条例等で定められています。
　実績報告書や収支報告書の詳細はホームページで確認できます。
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